
 1

日本国際経済学会第 65 回全国大会報告要旨  

 

 

二国二部門世代重複モデルにおける 

紐付きトランスファーの経済厚生分析 

 

 

 

名古屋大学大学院 
経済学研究科博士後期課程 

 
篠崎 剛＊ 

 
 

要 約 
本稿の目的は，二部門世代重複モデルの枠組みを用いて，資本財輸出国（拠出国）から資

本財輸入国（受取国）への永続的な紐付きトランスファーが両国の経済厚生に与える影響

を分析することである。資本量が一定である静学的な枠組みにおいては，二国の財への総

需要量の変化が交易条件に影響を与えトランスファーが経済厚生へ与える間接効果となる。

本稿のような動学的な枠組みにおいては，資本財の総需要の変化が資本蓄積量に影響を与

えるため新たな間接効果が生じる。結果として，トランスファーの受取国が（ⅰ）それを

資本財の購入のみに充てる場合，その経済厚生は必ず上昇する；（ⅱ）資本財と消費財の両

財の購入にあてる場合，受取国の経済厚生が低下し，拠出国のそれが上昇するトランスフ

ァー・パラドックスが発生する可能性がある。 
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